
休日納税相談窓口　２月23日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は納税相談・
納入窓口を開設しています

休日納入窓口　　　２月23日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み
（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談
場・問　高齢者支援課保険料係
　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

　

年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
）
は
、
年
金
の
加
入
状
況
を

確
認
す
る
た
め
の
重
要
な
手
帳
で

す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
金
手
帳
は
、
年
金
を
請
求
す

る
と
き
ま
で
使
用
し
ま
す
。
共

済
組
合
加
入
者
に
は
、
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
の
み
が
発
行
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
就
職
す
る
際
、
厚
生
年
金
な
ど

の
加
入
手
続
き
を
す
る
と
き
に

は
年
金
手
帳
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
年
金
に
関
す
る
届
け
出
や
問
合

せ
、ま
た
年
金
請
求
の
際
に
は
、

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

町
で
は
現
在
、
も
ろ
バ
ス
（
町

内
循
環
バ
ス
）
の
運
行
見
直
し
に

あ
た
っ
て
毛
呂
山
町
生
活
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
を
策
定
中
で

す
。
こ
の
ほ
ど
計
画
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。
計
画
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

２
月
３
日
月
〜
３
月
４
日
火

計
画
案
の
公
表
場
所　

企
画
財
政

課
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ｈh

ttp
://w

w
w
.to
w
n
.m
o

ro
ya
m
a
.sa
ita
m
a
.jp

）

意
見
の
提
出
先　

役
場
企
画
財
政

課
企
画
係

意
見
の
提
出
方
法　

郵
送
、持
参
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
行
政
情
報
」
↓
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
」を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
ｔ

内
線
３
２
１

対　

①
４
月
〜
７
月
に
ア
マ
チ
ュ

ア
文
化
団
体
が
実
施
す
る
文
化

活
動（
活
動
成
果
の
発
表
な
ど
）、

②
４
月
〜
７
月
に
伝
統
郷
土
芸

能
団
体
が
実
施
す
る
伝
統
・
郷

土
芸
能
用
具
の
備
品
整
備
、
後

継
者
育
成

金
額　

①
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
25
万
円
）、
②
対

象
経
費
の
20
万
円
以
内

申　

２
月
３
日
月
か
ら
２
月
24
日

月
ま
で
に
埼
玉
県
文
化
振
興
課

（
〒
３
３
０
―
９
３
０
１
所
在

地
記
入
不
要
）
へ
所
定
の
事
業

計
画
書
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ｈ

http
://w
w
w
.p
re
f.saitam

a.

lg
.jp
/s
ite
/k
ik
in
/jo
s
e
ijig

yo
u
.h
tm
l

）
ま
た
は
県
文
化
振

興
課
で
入
手
の
う
え
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）。

※
希
望
者
に
は
「
埼
玉
県
文
化
振

興
基
金
助
成
事
業
申
請
の
手
引

き
」
を
送
付
し
ま
す
。

問　

埼
玉
県
文
化
振
興
課
ｔ
０
４

８
―
８
３
０
―
２
８
８
７

　

町
で
は
、
生
活
環
境
の
保
全
お

よ
び
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

知
ら

お

せ

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

の
受
付

『
毛
呂
山
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
』
を
制
定
し
ま
し
た

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
 ｆ (295)8297
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■ウィズもろやま、社会福祉協議会
 ｔ (295)3111
 ｆ (295)7258
■保健センター ｔ (294)5511

日 ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問い合わせ先
ｔ ･････ 電話番号　　ｆ ･････ ファクス番号
ｅ ･････ 電子メールアドレス
ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

INFORMATION

インフォメーション年
金
手
帳
は
大
切
に
！

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
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賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

③
【
短
時
間
勤
務
保
育
士
】

募
集
人
数　

３
人
（
午
前
５
時
間

勤
務
／
１
人
、
午
後
６
時
間
勤

務
／
２
人
）

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

る
人

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
７

時
〜
正
午
（
実
働
５
時
間
）、

午
後
１
時
〜
７
時
（
実
働
６
時

間
）

賃
金　

午
前
勤
務
時
給
１
０
０
０

円
、
午
後
勤
務
時
給
９
０
０
円

【
①
〜
③
共
通
事
項
】

採
用
日　

平
成
26
年
４
月
か
ら

勤
務
場
所　

町
立
保
育
園
（
旭
台

保
育
園
、
ゆ
ず
の
里
保
育
園
）

応
募
方
法　

３
月
14
日
金
ま
で
に

履
歴
書(

写
真
貼
付
）
お
よ
び

保
育
士
証
の
写
し
を
役
場
子
ど

も
課
ま
で
提
出

選
考
方
法　

面
接
試
験
を
実
施
し

選
考

問　

役
場
子
ど
も
課
保
育
係
ｔ
内

線
１
３
７
・
１
３
８

　

55
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
16

の
大
学
が
様
ざ
ま
な
分
野
の
科
目

を
開
放
し
、
一
般
の
学
生
と
一
緒

に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

募
集
開
始　

２
月
１
日
土
か
ら

①
【
常
勤
的
雇
用
臨
時
保
育
士
】

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
し
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

の
シ
フ
ト
が
可
能
な
人

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
実
働

７
時
間
45
分
／
１
日
）

※
土
曜
日
は
午
前
中
勤
務
の
交
替

制賃
金　

時
給
１
２
０
０
円

②
【
産
休
代
替
臨
時
保
育
士
】

募
集
人
数　

２
人

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
し
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

の
シ
フ
ト
が
可
能
な
人

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
実
働

７
時
間
45
分
／
１
日
）

期
間　

お
お
む
ね
４
か
月
〜
８
か

月
場　

埼
玉
大
学
（
さ
い
た
ま
市
）、

城
西
大
学
（
坂
戸
市
）
な
ど
県

内
15
大
学
お
よ
び
都
内
１
大
学

科
目　

経
済
政
策
、
政
治
学
、
社

会
福
祉
、
語
学
な
ど

費
用　

各
科
目
１
万
円
程
度

申　

埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ

http
://w

w
w
.p
re
f.saitam

a.

lg
.jp
/p
a
g
e
/4
-rika

re
n
to
.

h
tm
l

）
の
募
集
案
内
を
確
認
の

う
え
、
各
大
学
へ
直
接
申
込
み

問　

埼
玉
県
高
齢
介
護
課
ｔ
０
４

８
―
８
３
０
―
３
２
６
３

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

『
臨
時
保
育
士
』
募
集

大
学
の
開
放
授
業
講
座
の

受
講
生
募
集

　様ざまなイベントをとおして、毛呂山町の文化

や地域の味にふれるお祭りです。

日　時　３月２日（日）
　　　　午前９時 30分～午後３時

場　所　歴史民俗資料館

内　容　民俗芸能公演、昔の暮らし・遊び体験、

鎧
よろい

武者と歩く鎌倉街道、模擬店、特別展示など

※当日は歴史民

俗資料館の駐車

場が利用できま

せん。大類館の

駐車場をご利用

ください。

第８回　毛呂山町歴史民俗資料館まつり
問　歴史民俗資料館　ｔ（295）8282

日　時　２月16日（日）
　午前９時～正午（午前８時 30分開場）
場　所　保健センター

もろ丸くんも登場！　一緒に各種健康
測定にチャレンジしてみよう！

各コーナー全て無料です。

●医師健康相談 ●薬剤師相談 ●栄養相談
●健康クイズ ●食事バランスガイドPR
●がん検診PR ●国民健康保険・特定健診PR
●フッ化物洗口（うがい）
●簡単体操～心も体もハッピースマイル（午前 11時から）
●ともろー体操PR（午前９時50分から体操を実施します）
●健康食試食（午前 10時に配布します）

～以下のコーナーは、当日整理券を午前８時 45分と
　午前 10時 15分の２回に分けて配布します～
●脳年齢チェック ●血管年齢測定 ●骨密度測定

～以下のコーナーは事前に申込みが必要です～
●歯周病健診（40歳以上の人が対象）　申込み受付中
●歯っぴー健診　２月３日（月）から保健センターへお
申し込みください（電話可）。

※駐車場が少ないので、車でご来場の場合は乗り合わせ
てご来場ください。

健康まつり
問　保健センター　ｔ（294）5511

て
、「
所
有
者
等
」
に
「
空
き
家
等
」

の
適
正
な
管
理
を
求
め
る
『
毛
呂

山
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
』
を
制
定
し
、
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.m
o
ro
ya

m
a
.sa
ita
m
a
.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ

内
線
２
１
１
・
２
１
２

募
集
し
ま
す
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か
ら
受
付
、
午
前
９
時
開
会
式

（
小
雨
決
行
）、
午
後
３
時
終
了

予
定

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

一
般
（
小
学
５
年
生
以
上
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

申
・
問　

２
月
18
日
火
ま
で
に
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ｔ

　

２
９
４
―
７
１
０
１
、
ｆ
２
９

　

４
―
７
１
０
６
へ
申
込
み

※
３
人
１
組
、
ま
た
は
個
人
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
試
合
は

チ
ー
ム
戦
（
各
３
人
）
と
な
り
ま

す
。
個
人
で
の
申
込
者
は
、
個
人

申
込
者
同
士
で
チ
ー
ム
を
作
り
ま

す
。

日　

２
月
14
日
金
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
40
分（
０
時
30
分
開
場
）

場　

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

講
演　

①
「
大
地
震
発
生
！　

そ

の
時
テ
レ
ビ
は
…
」
講
師
／
谷

原
和か
ず
の
り憲

さ
ん
（
日
本
テ
レ
ビ
放

送
網
㈱
報
道
局
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
Ｃ
Ｐ
）、
②
「
今
後
の
埼

玉
県
の
地
震
災
害
」
講
師
／
纐こ
う

纈け
つ

一か
ず
き起

さ
ん
（
東
京
大
学
地
震

研
究
所
教
授
）

内
容　

実
行
委
員
会
参
加
企
業
の

ブ
ー
ス
展
示
、
地
震
に
関
す
る

資
料
な
ど
の
展
示
・
説
明
、
建

INFORMATION

対　

町
内
在
住
の
小
学
生

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
伴
の
も

と
、
高
齢
者
の
お
宅
に
お
弁
当

を
配
達
す
る
活
動
。
活
動
終
了

後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
お
弁
当

を
食
べ
ま
す
。

料　

５
０
０
円
（
お
弁
当
代
）

定　

①
②
と
も
に
20
人

申　

２
月
14
日
金
ま
で
に
毛
呂
山

町
社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２
９
５

―
３
１
１
１
へ
申
込
み
（
電
話

可
）。

日　

２
月
８
日
土
午
後
２
時
〜
３

時
40
分

場　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

埼
玉
県
平
和
資
料
館
講
堂

定　

先
着
１
６
０
人

料　

無
料（
入
館
料
も
無
料
で
す
）

内
容　

広
島
の
原
爆
投
下
か
ら
３

年
、
生
き
残
っ
た
後
ろ
め
た
さ

か
ら
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
拒
否

し
、
苦
悩
の
日
々
を
送
る
主
人

公
・
美
津
江
。
父
・
竹
造
に
励

ま
さ
れ
、悲
し
み
を
乗
り
越
え
、

未
来
に
目
を
向
け
る
ま
で
の
４

日
間
の
物
語
。（
原
作
／
井
上

ひ
さ
し
、
監
督
／
黒
木
和
雄
、

出
演
／
宮
沢
り
え
、原
田
芳
雄
）

問　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

埼
玉
県
平
和
資
料
館
ｔ
０
４
９

　

最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
毛
呂
山
町
の
自
然
・
文
化
・
歴

史
を
『
新
毛
呂
山
町
史
』
か
ら
解

き
明
か
し
ま
す
。

第
４
回
「
毛
呂
山
町
歴
史
年
表
を

紐ひ
も

解
く
」

日　

２
月
16
日
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

講
師　

内
野
勝ま
さ
ひ
ろ裕

さ
ん
（
毛
呂
山

町
文
化
財
保
護
審
査
委
員
会
委

員
長
）

定　

先
着
40
人

※
『
新
毛
呂
山
町
史
』
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

共
催　

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、

町
史
研
究
会

申
・
問　

２
月
15
日
土
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
―
８

２
８
２
に
申
込
み
（
電
話
可
）

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

３
月
１
日
土
午
前
８
時
30
分

ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催

し
ま
す

『
解
読　

毛
呂
山
の
歴
史
』

参
加
者
募
集

築
安
全
課
職
員
に
よ
る
木
造
住

宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診
断

料　

無
料

※
事
前
申
込
不
要
、
当
日
先
着
順

問　

埼
玉
県
危
機
管
理
課
ｔ
０
４

８
―
８
３
０
―
８
１
４
１

　

あ
い
あ
い
作
業
所
（
川
角
・
滝

ノ
入
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。
会
場
全
体
に
笑
顔
の
花
が

た
く
さ
ん
咲
く
よ
う
な
コ
ン
サ
ー

ト
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

２
月
15
日
土
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
（
午
前
10
時
開
場
）

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ

料　

無
料

問　

あ
い
あ
い
滝
ノ
入
作
業
所
ｔ

２
９
５
―
１
２
５
６

　

小
学
生
を
対
象
に
お
弁
当
配
達

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
実
施
し

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と

お
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ

い
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
学
期
を

迎
え
ま
せ
ん
か
。

日　

①
３
月
28
日
金
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
、
②
４
月
４
日
金
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

※
①
②
い
ず
れ
か

埼
玉
県
平
和
資
料
館
映
画
会

『
邦
画　

父
と
暮
ら
せ
ば
』

『
第
11
回
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
』

〜
メ
ロ
デ
ィ
で
咲
か
そ
う
笑
顔
の
花
〜

春
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

『
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』

参
加

ご

を
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―
６
―
５
）
へ
①
郵
便
番
号
住

所
、
②
氏
名
、
③
年
代
、
④
電

話
番
号
、⑤
「
セ
ミ
ナ
ー
希
望
」

を
明
記
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
ま
た
は

電
話
に
て
申
込
み
ｔ
０
４
８
―

８
２
２
―
１
９
５
１
、
ｆ
０
４

　

８
―
８
２
２
―
１
９
５
５
、
ｅ

　

in
fo
@
sa
ib
o
re
n
.o
r.jp

　

ゲ
ー
ム
感
覚
で
算
数
を
楽
し
も

う
！

日　

３
月
１
日
土
午
前
10
時
〜
正

午
対　

町
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の

詳
細
を
郵
送
で
連
絡
し
ま
す
。

主
催　

青
少
年
相
談
員
協
議
会

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１

日　

３
月
16
日
日
午
後
１
時
〜
４
時

場　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た

ま
対　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
お

よ
び
寡
婦

内
容　

第
１
部
▽
ひ
と
り
親
家
庭

の
た
め
の
研
修
会
『
私
の
引
継

ぎ
ノ
ー
ト
』
自
分
の
思
い
を
伝

え
る
遺
言
書
の
作
成
を
通
じ
て

相
続
の
基
本
的
知
識
が
わ
か
り

ま
す
。
講
師
／
埼
玉
り
そ
な
銀

行
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
、
第
２
部
▽
子
育
て
支
援

セ
ミ
ナ
ー
『
気
に
な
る
子
ど
も

の
教
育
資
金
』
い
く
ら
か
か
る

の
？　

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答

え
し
ま
す
。
講
師
／
埼
玉
県
東

部
中
央
福
祉
事
務
所
女
性
相
談

員
料　

無
料

定　

50
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
・
問　

３
月
３
日
月
ま
で
に（
公

財
）
埼
玉
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
（
〒
３
３
０
―
０
０
７
４

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５

セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―
５
５
１

１
に
申
込
み
（
電
話
可
）

　

た
く
さ
ん
狩
っ
て
、
い
っ
ぱ
い

食
べ
よ
う
！

日　

３
月
８
日
土
午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

イ
チ
ゴ
狩
り
、
大
福
づ
く

り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対　

町
内
在
住
の
小
学
生

持
ち
物　

参
加
費
２
３
０
０
円
、

お
弁
当
、
水
筒
、
お
や
つ
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
雨
具

定　

30
人
（
応
募
者
多
数
の
と
き

は
抽
選
）

※
兄
弟
や
友
だ
ち
同
士
で
応
募
し

た
場
合
で
も
、
抽
選
の
結
果
に
よ

り
一
緒
に
参
加
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申　

２
月
18
日
火
（
必
着
）
ま
で

に
、
官
製
は
が
き
に
①
氏
名
・

ふ
り
が
な
、
②
性
別
、
③
住
所
、

④
電
話
番
号
、
⑤
学
校
名
、
⑥

学
年
、
⑦
保
護
者
氏
名
を
明
記

し
て
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
学
習
支
援
係
（
〒
３
５
０
―

０
４
９
３
所
在
地
記
入
不
要
）

に
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み
に
て

申
込
み

※
２
月
20
日
木
以
降
に
抽
選
結
果
、

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

３
―
３
５
―
４
１
１
１

　

ス
ト
レ
ス
は
、
た
ま
り
す
ぎ
る

と
心
の
病
気
を
招
い
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
悩
み
や
ス
ト
レ

ス
は
誰
に
で
も
あ
り
、
か
つ
避
け

ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
ス

ト
レ
ス
が
生
じ
る
仕
組
み
や
自
分

の
状
態
を
よ
く
知
り
対
処
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
心
の
健
康
づ
く
り

を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？　

ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

①
３
月
３
日
月
午
後
２
時
30

分
〜
４
時
、
②
３
月
18
日
火
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容　

①
講
話
『
う
つ
病
の
基
礎

知
識
に
つ
い
て
』
講
師
／
松
岡

孝
裕
さ
ん
（
埼
玉
医
科
大
学
病

院
神
経
精
神
科
・
心
療
内
科
医

師
）、
②
『
ス
ト
レ
ス
と
の
付

き
合
い
方
に
つ
い
て
』、『
う
つ

病
の
人
へ
の
接
し
方
に
つ
い

て
』講
師
／
佐
藤
香
苗
さ
ん（
臨

床
心
理
士
）

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

心
の
健
康
づ
く
り
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人

定　

先
着
30
人

料　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
・
問　

２
月
３
日
月
か
ら
保
健

青
少
年
相
談
員
『
イ
チ
ゴ

狩
り
』
参
加
者
募
集

『
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
研

修
会
・
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
』

『
第
６
回
毛
呂
山
算
数
Ｔ
Ｒ
Ｙ

（
と
ら
い
）あ
す
ろ
ん
競
技
会
』

『
心
の
健
康
づ
く
り
教
室
』

子
ど
も
（
幼
児
は
親
子
ペ
ア
で

の
出
場
も
可
能
）

場　

東
公
民
館

内
容　
『
円
か
き
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
』、『
立
体
図
形
を
作
ろ
う
』、

『
数
理
パ
ズ
ル
に
挑
戦
』
な
ど
。

年
代
別
グ
ル
ー
プ
で
競
い
、
入

賞
者
に
は
表
彰
を
行
い
ま
す
。

料　

無
料

定　

１
０
０
人　

申
・
問　

２
月
20
日
木
ま
で
に
①

氏
名
、
②
学
校
名
、
③
学
年
・

年
齢
、
④
住
所
を
記
載
の
う
え

フ
ァ
ク
ス
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
毛

呂
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

ｔ
・
ｆ
２
９
５
―
２
３
９
６
へ

申
込
み

　おじいちゃん、おばあちゃんにいろいろな遊び
を教えてもらおう！

日　時　３月１日（土）
　　　　午後１時 30分～３時 30分

場　所　中央公民館
内　容　昔の遊びコーナー（こま、ベーゴマ、羽

根つき、竹馬、折紙など）
対　象　児童・園児（親子でも可）
※事前申込みは必要ありません。当日、中央公民
館へ直接遊びに来てください。

ふれあい中央公民館
問　中央公民館　ｔ（294）1250
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料　

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

問　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
ｔ
０
４
８
―
７
１
０
―

５
６
６
６

日　

３
月
８
日
土
午
後
０
時
30
分

開
場
、
▽
弁
護
士
に
よ
る
講
演

午
後
１
時
〜
２
時
15
分
、
▽
遺

言
・
相
続
無
料
法
律
相
談
会
午

後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

場　

坂
戸
市
文
化
施
設「
オ
ル
モ
」

２
階
情
報
研
修
室
（
坂
戸
市
芦

山
町
１
―
２
）

料　

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

問
・
主
催　

埼
玉
弁
護
士
会
川
越

支
部
ｔ
２
２
５
―
４
２
７
９

　

越
生
町
出
身
の
女
優
川
俣
し
の

ぶ
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
初
公
演
。
菊

池
均き
ん
や也
さ
ん
と
山
村
美
智
子
さ
ん

と
の
共
演
に
よ
る
新
作
三
人
芝
居
。

タ
イ
ト
ル　
「
ふ
う
な
で
」
〜
お

お
く
す
さ
ん
か
ら
の
手
紙
〜

日　

３
月
９
日
日
〈
昼
の
部
〉
正

午
か
ら
、〈
午
後
の
部
〉
午
後

４
時
か
ら

場　

越
生
町
中
央
公
民
館

INFORMATION

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
８

階
、
埼
玉
司
法
書
士
会
熊
谷
総

合
セ
ン
タ
ー
、
埼
玉
司
法
書
士

会
越
谷
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
、

埼
玉
司
法
書
士
会
所
沢
相
談
セ

ン
タ
ー

相
談
方
法　

①
面
談
相
談
（
１
組

30
分
）
２
月
21
日
金
午
後
５
時

ま
で
に
埼
玉
司
法
書
士
会
ま
で

申
込
み
（
要
予
約
）、
②
電
話

相
談
ｔ
０
４
８
―
８
７
２
―
８

０
５
５
（
予
約
不
要
・
当
日
の

み
通
話
可
）

料　

無
料

申
・
問　

埼
玉
司
法
書
士
会
ｔ

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

　

ひ
ま
わ
り
お
悩
み
１
１
０
番（
ｔ

０
５
７
０
―
７
８
３
―
１
１
０
）

の
開
設
１
周
年
記
念
行
事
と
し
て

無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

借
金
、離
婚
、労
働
、交
通
事
故
、

そ
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に

つ
い
て
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　

３
月
８
日
土
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま

で
）

場　

埼
玉
弁
護
士
会
館
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
高
砂
４
―
２
―
１
浦
和
高
砂

パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
１
階
）

日
／
２
月
15
日
土
午
後
１
時
〜
２

時
50
分
（
午
後
０
時
30
分
受
付
開

始
）
場
／
埼
玉
医
科
大
学
30
周
年

記
念
講
堂
大
講
堂
（
埼
玉
医
科
大

学
日
高
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）　

内
容

／
①
午
後
１
時
か
ら
『
ス
ト
レ
ッ

チ
に
よ
り
柔
軟
性
の
高
い
身
体
に

な
ろ
う
』　

講
師
／
赤あ

か
さ
か
き
よ
か
ず

坂
清
和
さ

ん
（
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法

学
科
教
授
）、
②
午
後
２
時
か
ら

『
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
た
め
の
ス

ト
レ
ッ
チ
方
法
』　

講
師
／
乙お
つ
ど戸

崇た
か
ひ
ろ寛
さ
ん
（
保
健
医
療
学
部
理

学
療
法
学
科
講
師
）　

申
・
問
／

２
月
12
日
水
ま
で
に
埼
玉
医
科

日　

２
月
23
日
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

場　

川
越
市
市
民
会
館
会
議
室

内
容　

１
部
▽
講
演
『
後
見
人
の

し
ご
と
』『
後
見
制
度
と
相
続
・

悪
質
商
法
』（
講
師
／
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
埼
玉
支
部
会
員
司

法
書
士
）、
２
部
▽
個
別
相
談

会
（
希
望
者
の
み
・
要
予
約
）

相
談
例　
「
後
見
制
度
っ
て
ど
ん

な
制
度
な
の
？　

後
見
人
は
何

を
す
る
人
？
」、「
母
の
後
見
人

に
な
っ
た
け
ど
、
報
告
書
の
書

き
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど

料　

無
料

定　

２
０
０
人

申
・
問　

公
益
社
団
法
人
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ

ー
ト
埼
玉
支
部
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
に
て
申
込
み
ｔ
０
４

８
―
８
４
５
―
８
５
５
１
、
ｆ

０
４
８
―
８
４
５
―
８
５
５
０

日　

２
月
23
日
日
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

『
ひ
ま
わ
り
お
悩
み
１
１
０
番
』

開
設
１
周
年
記
念
無
料
法
律
相
談

『
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
』

〜
い
ま
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
〜

『
親
族
向
け
成
年
後
見
人
支

援
講
座
』

遺
言
・
相
続
講
演
会
と
無

料
法
律
相
談
会

『
埼
玉
医
科
大
学
保
健
医
療

学
部
第
13
回
公
開
講
座
』

川か
わ
ま
た俣

し
の
ぶ
越
生
公
演

相
談

ご

を

報
情

レレ
イ
ン

ボ
ー

料　

越
生
町
に
在
住
・
在
勤
・
在

校
の
人
１
５
０
０
円
、
町
外
の

人
２
０
０
０
円

入
場
券　

２
月
４
日
火
か
ら
越
生

町
中
央
公
民
館
、
図
書
館
、
越

生
町
観
光
案
内
所（
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）

で
販
売

※
全
席
自
由
（
昼
・
午
後
指
定
）

※
小
学
生
以
下
の
入
場
・
同
伴
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問　

越
生
町
中
央
公
民
館
ｔ
２
９

２
―
３
２
２
３

情
報
交
換
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第
20
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

税
に
関
す
る
作
文
の
入
選
作
品

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

午
前
10
時
〜
正
午　

場
／
東
公
民

館　

会
費
／
２
０
０
０
円
（
入
会

金
な
し
）　

持
ち
物
／
運
動
靴　

問
／
ｔ
２
９
４
―
５
２
８
２
中
村

日
／
２
月
23
日
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時
か
ら
受

付
）　

場
／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
２

階　

定
／
80
人　

料
／
無
料　

対

／
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
、

家
族
、
支
援
者　

講
師
／
関
口
宏

さ
ん
（
精
神
科
医
師
）　

共
催
／

坂
戸
保
健
所　

申
・
問
／
マ
ロ
ウ

ド
の
会
ｔ
２
９
５
―
２
３
３
７
中

島
、
坂
戸
保
健
所
ｔ
２
８
３
―

７
８
１
５

　

こ
の
音
楽
会
は
「
音
楽
を
通
じ

て
障
が
い
を
持
つ
人
も
持
た
な
い

人
も
互
い
に
理
解
し
合
い
、
街
の

こ
と
暮
ら
し
の
こ
と
を
共
に
考
え

て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
比
企

広
域
の
施
設
職
員
、
特
別
支
援
学

校
教
師
や
保
護
者
が
中
心
と
な
り

１
９
８
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
、
ゲ
ス

ト
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
る
「
手
づ
く
り
合
唱

団
」
な
ど
の
企
画
が
あ
り
ま
す
。

大
学
保
健
医
療
学
部
公
開
講
座

係
ま
で
メ
ー
ル
（
ｅp

h
ysio

t@

sa
ita
m
a
-m
e
d
.a
c
.jp

）
に
て

申
込
み
ｔ
０
４
２
―
９
８
４
―

４
８
０
１
（
予
約
制
）

※
施
設
内
駐
車
場
を
利
用
し
、
駐

車
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
神

愛
ホ
ー
ム
の
施
設
と
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
／
２
月
16
日
日
午
後
１
時
〜
３

時
30
分　

場
／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

共
催
／
神
愛
ホ
ー
ム
後
援
会　

問

／
児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム

（
大
谷
木
２
１
４
―
１
）
ｔ
２
９
４

―
０
０
４
０

　

太
極
拳
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に

応
じ
て
筋
力
・
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン

ス
能
力
を
高
め
ら
れ
ま
す
。
現
在

40
代
〜
80
代
の
会
員
で
無
理
な
く

身
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
２
月

22
日
土
に
行
わ
れ
る
「
東
公
民
館

ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
に
お
い
て
無

料
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

【
通
常
活
動
】
日
／
毎
週
火
曜
日

『
川
角
太
極
拳
ク
ラ
ブ
』
無

料
体
験
教
室
・
会
員
募
集

『
第
22
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
』

『
第
30
回
み
ん
な
仲
間
だ
手

づ
く
り
音
楽
会
』

講
演
会
『
ひ
き
こ
も
り
と

雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
の
生
き
方
』

日
／
２
月
９
日
日
午
後
１
時
か
ら

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）　

場
／
東

松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

料
／

無
料
問
／
吉
見
町
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り
ｔ
・
ｆ
０
４
９

３
―
５
４
―
８
６
５
１
重
田

特
性
を
も
つ
子
ど
も
の
理
解
と

　
　

支
援
を
す
る
親
の
た
め
の
会

　

発
達
障
害
な
ど
を
持
つ
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
皆
さ
ん
と
、
悩
み

を
共
有
し
、情
報
交
換
し
な
が
ら
、

私
た
ち
親
自
身
が
不
安
を
取
り
除

き
、
身
も
心
も
余
裕
を
も
っ
て
子

ど
も
と
接
し
て
い
こ
う
！　

と
発

足
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

現
在
は
月
に
１
回
茶
話
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
勉
強
会

な
ど
を
開
催
し
、
色
い
ろ
企
画
を

し
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
く
予
定

で
す
。
ま
だ
は
っ
き
り
発
達
障
害

と
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
も
し

か
し
た
ら
う
ち
の
子
も
…
と
思
っ

て
い
る
人
、
ど
う
動
い
た
ら
い
い

か
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か

迷
っ
て
い
る
人
も
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
ｈh

ttp
://h
a
p
p
y-c
lo
ve
r

-ss.jim
d
o
.c
o
m
/

、
ｔ
０
９
０

―
９
８
１
６
―
２
０
９
６
田
島
、

０
９
０
―
８
４
６
０
―
８
９
５
７

木
村 『 

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
』

　

第
20
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
12
月

15
日
桶
川
市
の
さ
い
た
ま
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
募
者

１
万
１
６
９
９
人
、
応
募
句
数
２
万
４
６
０
句
の
な
か
か
ら
、
町
内

で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

朝
日
新
聞
さ
い
た
ま
総
局
長
賞

　
『
く
も
の
巣
の
わ
な
に
は
ま
っ
た
ぼ
く
の
顔
』

 

毛
呂
山
小
学
校
４
年　

伊
藤　

寿ひ
さ
し志
く
ん

埼
玉
県
俳
句
連
盟
会
長
賞

　
『
青
い
海
白
い
入
道
雲
黒
い
ぼ
く
』

 

泉
野
小
学
校
２
年　

細
沼　
　

隼
は
や
と

く
ん

　
『
め
だ
か
の
子
数
え
き
れ
な
い
止
ま
っ
て
て
』

 

泉
野
小
学
校
３
年　

島
田　

小こ
な
つ夏

さ
ん

　
『
も
っ
き
ん
を
ま
ね
て
音
階
厚
氷
』

 

毛
呂
山
小
学
校
４
年　

熱あ
つ
た田　

晴は
る
や哉
く
ん

　

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
と
関
東
信
越
国
税
局
主
催
の「
高

校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
次
の
と
お
り
毛
呂
山
町

の
生
徒
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
飯
能
県
税
事
務
所
長
賞

　
『
助
け
て
く
れ
た
「
税
金
」』 

上う
え
む
ら村　

萌も
ゆ
ね音
さ
ん
（
２
年
）

毛
呂
山
町
長
賞

　
『
消
費
税
に
つ
い
て
』 

大
塚　
　

尚
し
ょ
う

さ
ん
（
２
年
）

毛
呂
山
町
教
育
長
賞

　
『
消
費
税
』 

宮
本　

大
地
さ
ん
（
２
年
）

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
佳
作

　
『
一
人
じ
ゃ
生
き
て
い
け
な
い
』 

小
野
塚　

茜
あ
か
ね
さ
ん
（
２
年
）

川
越
歴
代
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

　
『
税
金
に
つ
い
て
』 

吉
澤　

佑
樹
さ
ん
（
２
年
）

※
全
て
埼
玉
平
成
高
校
生
徒
の
作
品
で
す
。
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INFORMATION

出
い ず も い わ い

雲伊波比神社で『春のやぶさめ』が奉納されます
　出雲伊波比神社の春まつりは、午前の式典にはじまり、お囃

はや し

子の奉納も行われます。午後からは、『春のや
ぶさめ』が奉納されます。春のやぶさめは、秋のやぶさめと異なり、３～６歳の幼児が乗り子となって、馬場
に据え付けられた的の前で矢を射る『願

がんまとう

的』という神事のみが行われます。

日　時　３月９日（日）
　　　　付

つけまつ

祭り（長瀬囃
ばやし

子）は午前 10時 30分ごろ
　　　　祭馬到着は午後１時 30分ごろ
　　　　当番区：第一祭礼区　毛呂本郷
場　所　出雲伊波比神社
主　催　やぶさめ保存会
問合せ　歴史民俗資料館　ｔ（295）8282

兜
かぶと

をかぶって
ポニーに乗ってみよう！

対象　３歳～ 12歳くらい
時間　午前 11時～午後１時 30分
料金　200円
定員　100人

越
辺
川　

川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

着
手
式
典

たばこは地元で買いましょう！

２月は省エネルギー月間です！

　市町村たばこ税は、愛煙家の皆さんが購入した小売
業者（たばこ屋さん）の所属する市区町村の税収とな
ります。
　平成 24 年度の毛呂山町のたばこ税収は２億 1631
万２千円で、町の貴重な財源となっています。たばこ
は地元で買いましょう。

問　役場税務課納税係ｔ（295）2112 内線 193・194

　

毛
呂
山
町
を
流
れ
る
越
辺
川
の
再
生
を
行
う

『
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

着
手
式
典
で
は
、
皆
さ
ん
に
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

越
辺
川
の
再
生
を
、
一
緒
に
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
日
午
前
10
時
開
始

場
所　

西
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

川
角
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
越
生

町
獅
子
舞
な
ど

　
　
　

豚
汁
、
も
ち
、
ゆ
ず
湯
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗

木
の
無
料
配
布
な
ど

※
『
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
は
、
埼

玉
県
が
実
施
す
る
事
業
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
、
県

が
協
働
し
な
が
ら
、
世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
持
続
可

能
な
水
辺
空
間
を
創
造
す
る
も
の
で
す
。
毛
呂
山
町
を

流
れ
る
越
辺
川
が
こ
の
事
業
に
選
ば
れ
、
平
成
25
年
度

か
ら
27
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、
河
原
の
再
生
や
遊
歩

道
な
ど
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
道
路
工
務
係
ｔ
内
線
１

　

４
７
・
１
５
４

日　時　３月８日（土） 展示部門
　　　　 ９日（日） 展示部門
 舞台部門
　　　　午前 10時～午後４時
場　所　東公民館
内　容　毛呂山町文化協会に加入している団体が、日
ごろの活動の成果を発表します。

【展示部門】　華道、絵画、写真、俳句、美術工芸など
【舞台部門】　日本舞踊、新舞踊、ダンス、民謡など
主　催　毛呂山町文化協会

第 19回　文化フェスティバル
問　教育委員会生涯学習課学習支援係　ｔ（295）2112 内線 521

http://www.kdh.or.jp/

関東電気保安協会

ぼくは安全エレちゃんぼくは安全エレちゃん
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（国表彰）
秋の叙勲
　長年にわたり防衛行政に貢献
　瑞宝小綬章　戸

とらい
來　　進さん（双葉団地）

　長年にわたり文部行政に貢献
　瑞宝双光章　曽

そ が
我　晃一さん（川角）

高齢者叙勲
　長年にわたり教育行政に貢献
　瑞宝双光章　村田　文男さん（葛貫）

公益財団法人全国防犯協会連合会会長表彰
　防犯栄誉銅賞　大場　弘

ひろし
憲さん（学園台）

危険業務従事者叙勲
　長年にわたり消防行政に貢献
　瑞宝単光章　吉田　雅秋さん（毛呂山台）

人権擁護功労賞
　人権擁護委員として、長年にわたり自由人権思想の
普及高揚のための啓蒙活動の功績が顕著
　法務大臣表彰状　波田　眞澄さん（葛貫）

（関東地方表彰）
関東管区警察局長・関東防犯協会連絡協議会会長
連名表彰
　木村　正雄さん（第四団地）

（県表彰）
埼玉県統計功労者表彰
　長年にわたり、統計業務に尽力
　埼玉県統計協会会長表彰　藤森　秋子さん（平山）

埼玉県スポーツ推進委員協議会功労賞
　長年にわたり、町のスポーツ振興に貢献
　毛

も す

須　加代子さん（市場）

埼玉県スポーツ少年団表彰
　長年にわたり、スポーツ少年団指導者として青少
年健全育成に貢献
　毛呂山イーグルス　鰕

えびはら

原　隆夫さん（川角）

シラコバト賞
　住みよい地域社会の実現のため、積極的な実践活動
を地道に続けている活動の功績が顕彰
　大塚　ミツエさん（角木団地）
　沖田　さえ子さん（第三団地）
　田島　真由美さん（目白台）

埼玉県警察本部長・公益社団法人埼玉県防犯協会連合
会会長　連名表彰
　団体受賞　毛呂山町立川角中学校ＰＴＡ
　個人受賞　中山　　実さん（日化団地）

（地区表彰）
入間郡町村議会議長会表彰
　堀江　快

よしはる
治さん（大師二）　　　　　下田　一

かずすけ

甫さん（小田谷）
　髙橋　達夫さん（ゆずの木台）　　　藤岡　健司さん（ゆずの木台）

（毛呂山町表彰）
特別有効表彰
　長年にわたり町政の発展に尽力
　長瀬　　衛

まもる

さん（毛呂山台）

有効表彰
　長年にわたり地域福祉の発展に尽力
　平林　重利さん（岡本団地）

彩の国スポーツ功労賞　埼玉県体育賞会長特別賞　毛呂山町特別栄誉賞
　瀬戸　大

だいや

也さん（平山）

※今回掲載した受賞者は、平成 25年７月１日から 12月 31日までの間に国、県などから表彰を受けた人で、
町を通じて申請手続きを行った人などを中心に掲載しています。

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

受賞おめでとうございます
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